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★鳴門東地区の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★座談会で出された意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目：地域コミュニティ「地域活動に全世代が参加するために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 広 報 
SNS を活用したイベントや名所の広報について検討しましょう。 

子どもたちに地域の魅力を伝える取り組みを考えましょう。 

中間期 組 織 

担い手 

イベント 

若い世代が地域で活躍できるよう、若い世代が中心となるイベントや自治振興会青年部の発

足について検討しましょう。 

終了期 
子どもから高齢者までみんなが参加できるイベントの開催に向け検討しましょう（コミセン

まつりと鳴東まつりのコラボ、祭りの活性化、鳴門東大運動会など）。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐D・E・F 交流の場づくり、機会づくり 

 

地域の少子高齢化・人口減少に危機感を持っており、特に町内会、老人クラブ、婦人会といった地

域のコミュニティを支える住民組織の力が低下していくが事が懸念されています。 

地域のかかわりの希薄化（中学生以上）を感じています。 

若い世代が活躍できるイベント・組織づくりに課題を抱えています（将来の担い手育成）。 

ホテル・渦潮・釣り・サーフィンスポットなど観光資源が多く

連休などは賑わう。 

南北に長い地区なので、大毛・土佐泊・黒山・野の集会所

が防災備蓄や老人クラブ・婦人会活動の大事な拠点。 

地域外に行くためには車を利用。渡船やバスはあるが車

がないと不便。免許返納は重大事。 

…など 

人とのつながり 

 住民同士があたたかく家族のようなつきあい、人情味あふれる町 

特産品・観光 

 鳴門の渦潮、観潮船、大塚国際美術館、花見山の桜 

食べ物 

 鳴門金時、大根、鯛、わかめ、らっきょう、鳴ちゅるうどん 

自然環境 

 東海岸線の景色・竜宮の磯、千鳥が浜、らっきょうの花          …などなど 

鳴
門
東
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画 

鳴門東地区の地域課題 

強い地域の絆意識 
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大項目：家族・地域の変化、地域コミュニティ、子どもの育ち・子育て 

    「小学校との連携・小学校の活用で地域を活性化するために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
広 報 

連 携 

多くの人に幼稚園・小学校の良いところを発信する方法について検討しましょう（SNS など）。 

小学校と鳴教大との連携について検討しましょう（大学生の地域交流体験）。 

中間期 しくみ 

づくり 

イベント 

学校行事（運動会・草抜きなど）に積極的に協力してもらえる地域協力員・学校協力員のよ

うなしくみづくりについて検討しましょう。 

終了期 
鳴門東大運動会の開催について検討しましょう。 

空き家を子育て世代に安く貸す方法について検討しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐E・F 交流の場づくり、機会づくり 

Ⅱ‐①‐J 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

 

少子化が進む中、「地域から小学校がなくなってしまったら地域は廃れてしまう」との想いが強く、

小学校の存続に不安を感じています。 

子育て世代の地域外への転出が多く、危機感を抱いています。 

大項目：移動手段、生活上の困りごと「外出・買い物の助け合い・支え合いのしくみづくり」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 サービス 
移動スーパー・生協・ネット通販の利用を勧めましょう（地域でのとりまとめも考える）。 

往診・訪問看護の利用に向けて検討しましょう。 

中間期 
しくみ 

づくり 

有償ボランティアや NPO 団体による外出支援のしくみづくりについて検討しましょう。 

終了期 
ミニスーパーや定期的な診療所（集会所や空き家を有効利用）の開設について検討しましょ

う（買い物や受診できるところを創り出す）。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・B 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐G 交流の場づくり、機会づくり 

Ⅱ‐①‐H 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ‐①‐L 地域福祉ネットワークの構築 

 

バスや渡船はあるが本数が少なく不便を感じています。 

自動車の利用が前提の生活で、自動車がないと不自由が生じ免許返納できない状況となっています

（地域内に商店・医療機関が少なく、地域外に買い物・通院に出かけている。また、子どもが遊び

や買い物に行くにも親の送迎が必要）。 


